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震災から３年　町長あいさつ
水産業アンケート結果のお知らせ
みんなでともに乗り越えよう
災害危険区域を指定しました
戸籍・住民票・税証明書・保険のお知らせ
いつかためになる法律知識・保健だより
なみえの“しゃべり場”
まちの話題
みんなの図書館
情報ぴっくあっぷ
浪江のこころ通信 
連絡先一覧
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届出避難場所証明書の発行開始

浪江町東日本大震災追悼式

なみえ３.11復興のつどい（二本松市安達文化ホール、安達公民館）

「みんなのれんらく帳」を全世帯に配布

避難指示区域の見直し「帰還困難区域」「居住制限区域」「避難指示解除準備区域」に再編

役場の事務組織変更、一部が本庁舎へ移転

復興再生事務所が開所（南相馬市）

応急仮設診療所を開設

原子力損害賠償紛争解決センターへ集団申し立て

復旧事業課が本庁舎へ移転

原子力損害賠償紛争審査会が浪江町を現地調査

浪江町消防団が２年３カ月ぶりに活動再開。町内パトロール出動式

「弘前大学浪江町復興支援室」が開所

町内で営業再開第一号（㈱叶屋ガソリンスタンド）

「なみえ交流館」が開所

復興に向けて新たな検討体制をスタート

（町民協働による進行管理部会、まちづくり計画検討部会）

双葉地方広域市町村圏組合がライブカメラの運用を開始

帰還困難区域のモデル除染が開始

４回目のアンケートとなる「浪江町住民意向調査」を実施

第１回「浪江町の農業・農地を考える会」を開催

ふるさと再生課が本庁舎へ移転

町民協働による進行管理部会から町への提言

浪江町戦没者追悼式・慰霊祭を４年ぶりに開催

酒田行政区で本格除染が開始

「浪江町復興まちづくり計画　中間とりまとめ」への意見募集（パブリックコメント）

なみえ３.11復興のつどい
と　き　平成26年３月22日（土）　午前10時開会
ところ　二本松文化センター
今年度も懐かしい故郷を偲び、第３回「復興のつどい」
を実行委員会のもと開催します。盛りだくさんの内容で
すので、ぜひお越しいただき、楽しいひと時をお過ごし
ください。お待ちしております。
実行委員長　熊川　　勝
　　　　　（二本松・塩沢農村広場仮設住宅自治会長）

　　　なみえ３.11復興のつどい実行委員会事務局
　　　0243（62）0305
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震
災
か
ら
３
年

浪
江
町
長
　
馬
　
場
　
　
有

二
本
松
事
務
所
か
ら
望
む
安
達
太
良
山
頂
は
、
ま

だ
雪
に
覆
わ
れ
、
春
を
実
感
す
る
に
は
ま
だ
時
間
が

か
か
り
そ
う
で
す
。

あ
の
震
災
か
ら
、
３
年
の
月
日
が
経
と
う
と
し
て

い
ま
す
。

あ
ら
た
め
て
、
地
震
・
津
波
で
尊
い
命
を
奪
わ
れ

た
皆
さ
ん
、
過
酷
な
避
難
生
活
の
中
で
命
を
落
と
さ

れ
た
皆
さ
ん
に
、
心
か
ら
哀
悼
の
誠
を
捧
げ
る
次
第

で
す
。

こ
の
３
年
間
は
、
町
の
復
興
計
画
で
は
「
緊
急
復

旧
期
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
目
の
前
の

課
題
に
と
に
か
く
無
我
夢
中
で
取
り
組
ん
だ
、
あ
っ

と
い
う
間
の
３
年
だ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。「
明

け
な
い
夜
は
な
い
。」
と
自
分
自
身
を
鼓
舞
し
な
が
ら
、

職
員
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
関
係
機
関
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な

ん
と
か
乗
り
切
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

昨
年
の
４
月
以
降
は
、
避
難
指
示
区
域
が
見
直
さ

れ
、
ふ
る
さ
と
の
再
生
に
向
け
て
ス
タ
ー
ト
を
切
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
役
場
本
庁
舎
へ
の
担
当
課
の

配
置
、
請
戸
漁
港
の
復
旧
工
事
の
着
手
、
本
格
除
染

の
開
始
な
ど
、
社
会
基
盤
の
復
旧
に
向
け
て
着
々
と

作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
復
旧
が
完
全
で
な
い
中
で
、
町
内
で
の
事

業
再
開
を
決
断
さ
れ
た
事
業
者
の
皆
さ
ん
や
、「
浪
江

町
の
農
業
・
農
地
を
考
え
る
会
」
な
ど
、
農
業
や
水

産
業
の
今
後
に
向
け
た
議
論
を
開
始
さ
せ
た
皆
さ
ん

な
ど
、
町
民
の
皆
さ
ん
自
身
が
前
に
進
も
う
と
す
る

動
き
も
出
て
き
て
お
り
、
と
て
も
頼
も
し
く
感
じ
て

い
ま
す
。

一
方
、
生
活
再
建
の
面
で
は
、
や
は
り
仮
設
住
宅

の
住
環
境
の
改
善
が
喫
緊
の
課
題
で
す
。
町
外
に
整

備
す
る
復
興
公
営
住
宅
は
、
よ
う
や
く
平
成
26
年
度

中
に
入
居
が
開
始
と
な
る
見
込
み
で
あ
り
、
希
望
す

る
町
民
の
皆
さ
ん
が
全
て
入
居
で
き
る
よ
う
し
っ
か

り
と
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
３
年
間
は
、「
復
旧
実
現
期
」
で
す
。

平
成
29
年
３
月
の
帰
町
開
始
を
目
指
し
、
少
し
ず
つ

出
て
き
た
復
興
の
動
き
を
一
層
加
速
さ
せ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
復
興
の
動
き
を
見

え
る
形
に
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
選
択

が
可
能
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
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帰還困難区域 居住制限区域
避難指示解除
準備区域帰還困難区域 居住制限区域
避難指示
準備区

復興拠点を足がかりに
段階的に整備地域を拡大

〈浪江町全体の復興拠点〉 〈復興拠点の中心〉
避難指示解除に向け、自宅での生活のほ
か、町内で生活再開を希望する全町民の
ための地域として優先的に整備します。

国道６号、浪江町役場周
辺地域を当面の中心と位
置付けて整備します。

　被害実態に則した適正な賠償を早期に実現するための取り組みを進めています。平成25年12月、原子力損害賠償紛争審

査会（原賠審）による新たな指針が示されましたが、避難区域の別によって賠償に差が生じる可能性があることから、一律

賠償を強く求めています。また、町が町民の代理人となり精神的損害の賠償の増額を求めた、ＡＤＲ集団申立てを平成25

年5月に行い、解決に向けた交渉を続けています。今後は、賠償未請求の方の実態を把握した上で、請求のための支援にも

取り組んでいきます。

　住民意向調査の結果などに基づき、南相馬市、いわき市、二本松市の3市内に町外コミュニティの整備を行うものです。

これらの地域に浪江町民向けの復興公営住宅を確保すべく、県や受入自治体と話し合っています。現在、南相馬市内2カ所

（486戸）、いわき市内5カ所（1,042戸）、二本松市内1カ所

（70戸）の用地が福島県より示されています。また本宮市と

桑折町とは、協定に基づき復興公営住宅の整備を進めていま

す。これらの他にも福島市など、それぞれの整備先で浪江町

民が入居できる戸数を調整中です。入居開始は平成26年度～

平成27年度の予定で、早いものは平成26年4月から募集を開

始します。

　現状の仮設住宅・借上住宅の環境改善については、修繕工

事等を進めるとともに、住み替え制限の緩和や入居期間の延

長について国・県などへの働きかけを行っています。

　国の計画である「特別地域内除染実施計画（浪江町）」に基づき、平成25年11

月より酒田行政区で本格除染が始まりました。この計画では、津波被災地域を除

く除染対象区域（避難指示解除準備区域および居住制限区域）については、平成

27年度内に面的な除染等の措置を完了する予定となっています。また津波被災地

域は、災害廃棄物等の処理状況を勘案しつつ、宅地およびその近隣の森林につい

ては平成27年度内を目途に、残りの農用地、道路およびそれらの近隣の森林につ

いては平成28年度内を目途に、それぞれの除染等の措置を完了する予定となって

います。

　平成25年3月策定の「インフラ復旧行程表」に基づいて進めています。請戸漁港

は復旧工事が始まっており、平成２７年度中の完了を目指しています。道路につい

ては、町道４路線で災害査定を終了。その他は、津波被災地域等を除く７路線で平

成２６年度中に災害査定を受けるよう準備中です。除染が終了したところから復旧

工事を行っていきます。

　上水道は全長の１５％の復旧を終えていますが、一般家庭への配水にはまだ時間

を必要としています。下水道は、平成25年度中に浄化センター、管渠の調査・設計

を行い、平成26年度に災害復旧の査定を受ける予定です。

まちづくり計画の進捗
　避難指示解除に向け、ふるさと再生のための「浪江

町復興まちづくり計画」を平成26年3月までに作成し

ます。避難指示の解除直後に町に帰還または避難先と

行き来する世帯数を2,500世帯と想定。まず避難指示

解除準備区域を「復興拠点」として集中的にインフラ

等を復旧・整備します。この復興拠点を足がかりとし

て、放射線量や帰還人口等の状況に応じて段階的にま

ちづくりを進めていきます。

インフラ復旧の進捗

除染の進捗

賠償請求の進捗

復興公営住宅などの進捗

���

ふるさとの再生に
着手

避難生活の早急な
改善

現在地 H29.3.11（発災から6年後）
避難指示解除を想定

復興までの道筋

ふるさとの再生を
本格化

全町民の生活安定
を実現

ふるさとの再生を
実現

全町民の幸せな
暮らしの実現 全

町
民
の
暮
ら
し
の
再
建

ふ
る
さ
と
な
み
え
の
再
生

【
人
の
復
興
】

【
町
の
復
興
】

浪江町のいまとこれから震災から３年～

　東日本大震災から３年。平成24年10月に策定した「浪江町復興計画（第一次）」では、震災より３年間を「緊急復旧期」と位置づ
けています。この間、避難生活の改善に注力するとともに、帰還に向けて除染やインフラ復旧を開始しました。前提条件の変化な
どで必ずしも当初の計画通りに進捗していない分野もありますが、次の３年「復旧実現期」に向かって、町民の皆さんとの協働に
より、できることを一歩ずつ進めています。

健康管理、 
賠償 、
事業再開や就労、
住まいの確保 、 避難先
自治体との連携、絆の
維持、教育環境改善、町
外コミュニティの整備
など

放射線管理・除染 、
インフラの復旧・整備
等の先行実施
雇用、産業、医療・福祉、
教育など、将来を見据
えた まちづくり計画の
策定 土台づくり

町外コミュニティの充実、
就労の場の確保、
県外や県内各地域居住
者への継続的な支援　
など

除染やインフラ復旧の
本格実施、町内での復
興拠点への住宅、生活
関連サービスの集約整
備、希望者の帰町開始
を実現

短中期の取組みの継続
等を通じ、住んでいる場
所にかかわらず、すべて
の町民が震災以前と同
様に、幸せな暮らしを
取り戻せるようする。

除染の推進による復興
拠点の順次拡大
既存産業の再生、新た
な産業の集積、雇用の
場の確保、医療福祉の
充実、高度な教育環境
の実現

【短期】～H26.3.31
震災より３年
緊急復旧期

【中期】～H29.3.31
震災より６年
復旧実現期

【長期】～H33.3.31
震災より10年
本格復興期
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再開する 再開しない 判断がつかない

（図6） 漁業再開の意向3838

2424

3131

3131
2828

2727

3939

3333

22

33

（図3） がれき処理作業への参加

今年も参加 今年は参加せず 参加したことなし

今年も参加 今年は参加せず 参加したことなし

参加 参加したことなし

（図4） モニタリング作業への参加

（図5） 試験操業への参加

3 組合員の今後の意向

3-1　漁業再開の意向
　今後の漁業再開の意向を聞いたところ、組合員の回答者66

人のうち、再開すると答えた方が38人、再開しないと答えた方

が4人、判断がつかないと答えた方が24人でした。再開すると

決めている方と決めかねている方の割合は約6対4でした。

3-2　再開の必要条件 3-3　漁業再開に判断がつかない理由
　再開すると答えた38人に対し、そのための必要条件

を聞いたところ、最も多かったのは「請戸漁港の復旧」

で、次いで「汚染水漏洩の抜本的対策」と「仲買人の事

業再開」、「風評被害への対策」の順でした。

　漁業の再開について現時点では判断できないと答

えた24人に対し、その理由を聞いたところ、最も多

かったのは「放射性物質の影響」で、次いで「風評被

害」、「後継者の不在」の順でした。

2-3　海中がれき処理作業への参加
　組合員の回答者66人のうち、これまでがれき処理に参加

したことがある方は33人で、参加したことがない方は33人

でした。

2-4　モニタリング作業への参加
　組合員の回答者66人のうち、これまでモニタリング作業に

参加したことがある方は34人で、参加したことがない方は28

人でした。（4人は無回答）

2-5　試験操業への参加
　組合員の回答者66人のうち、これまで試験操業に参加し

たことがある方は27人で、参加したことがない方は39人で

した。
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請
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漁
港
の

復
旧

漁
船
建
造
助

成
の
充
実

漁
具
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助

成
の
充
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仲
買
人
の
事

業
再
開

風
評
被
害
対

策 汚
染
水
の
抜

本
的
対
策

漁
協
組
織
の

強
化

後
継
者
対
策

そ
の
他

（図7） 漁業を再開する人にとっての必要条件
（複数回答） （複数回答）

（図8） 漁業再開に現時点で判断がつかない理由
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（図1） 漁業種別従事者
■ 主業種　■ 副業種　■ その他の業種
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組合員の現在の状況2

組合員の震災前の状況

1-1　漁業種別従事者

（図2） 現在所有する漁船

浪江町の新しい水産業デザイン実現化事業
アンケート結果をお知らせします

　「浪江町の新しい水産業デザイン実現化事業」では、浪江町漁業の復興や新たな水産業の発展を目指し、新し
い水産業のデザインを作成する目的で、漁業者の方々にアンケート調査を実施しました。
　アンケートは相馬双葉漁業協同組合請戸支所の組合員、組合員のご家族、仲買人の合計209人の方に送付
し、124人の方から回答をいただきました。
　町では今後、この調査結果を活用し、水産業デザインの検討を進めていきます。

　震災前に従事していた主漁業種は、組合員の回答者

66人のうち、船曳網が最も多く、次いで、固定式刺

網、かごの順であり、請戸支所の漁業は非常に種類が

豊富でした。

　また、12人が漁業以外の兼業として、農業、遊漁船

の経営を挙げていました。

2-1　現在の漁船所有
　組合員の回答者66人のうち、現在漁船を所有してい

る漁業者は24人で、所有していない漁業者は39人でし

た。（3人は無回答）

　現在所有する漁船の内訳は、図2のとおりです。そ

の他の3隻のうち、2隻は「現在建造中」、1隻は「津波

で流されたまま残っている」との回答でした。

1-2　所有漁船
　組合員の回答者66人のうち、震災前に1隻の漁船を

所有していたのは61人、2隻の漁船を所有していたの

は3人でした。（2人は所有漁船なし）

　漁船の規模は、総数67隻のうち1トン未満が2隻、1

トン～4.9トンが39隻、5トン～7トンが26隻でした。

2-2　漁船購入の予定

（表1） 今後の漁船購入の意向
漁船を建造する

　震災前に漁船を所有していたが現在は漁船を所有し

ていない方39人に、今後の漁船購入の意向を聞いた

ところ、表1のとおりでした。

12
漁船を建造しない

6
判断がつかない

21
回答者合計
39

8
6

22

16

7 7

4

1

24

20

24

6
3

1

33

3

15

6
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5 仲買人の意向

5-1　請戸漁港復旧後の事業再開の意向
　仲買人の回答者16人のうち、地元に戻って事業を再

開する意向のある方が2人、再開しない意向の方が2

人、判断がつかない方が11人でした。（１人は無回答）

　多くの方が判断がつかない状態にあります。

5-2　事業再開の条件
　請戸漁港の復旧後、地元に戻って事業を再開するた

めの条件を聞いたところ、多かったのは「生産設備の

補償制度の充実」と「初期投資の融資制度の充実」で

した。

5-3　事業再開に判断がつかない理由
　請戸漁港の復旧後、地元に戻って事業を再開するこ

とに対して、現時点では判断がつかない理由を聞いた

ところ、最も多かったのは「風評被害で水産物が売れ

るかどうかわからない」で、次いで、「設備を再建でき

るかわからない」、「請戸漁港に漁業者が戻るかどうか

わからない」と「住環境が不安」の順でした。

5-4　浪江町の水産業を盛り立てていくには
　今後の浪江町の水産業を盛り立てていくために、ど

のようなことに取り組めばいいかを訪ねたところ、12

人から回答があり、最も多かったのは「震災前の水産

業の復旧」で、次いで、「直販など流通の改善」と「新た

な水産物加工品の開発」と「漁港や加工流通施設の改

善」でした。

4

再
開
す
る

再
開
し
な
い

判
断
が
つ
か

な
い

（図14） 請戸漁港復旧後の
　　　事業再開の意向

（図15） 事業再開に
　　　必要な条件

（図16） 地元での事業再開の
　　　判断がつかない理由

（図17） 浪江町の水産業を盛り立てていくには
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産業・賠償対策課産業再生係　　0243（62）0167

「浪江町の新しい水産業デザイン実現化事業」委託先
（一般社団法人）マリノフォーラム21　　03（6280）2793

（複数回答）

（複数回答）
（複数回答）
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4 家族の意向

4-1　漁業再開の意向
　組合員家族の回答者42人のうち、再開する意向のあ

る方が17人、再開しない意向の方が4人、判断がつか

ない方が20人でした。（1人は無回答）

4-2　再開後の生活
　漁業を再開した後の家族の生活について聞いたと

ころ、一家揃って暮らすと答えた方が17人と最も多

く、一方で6人の方が漁業者である夫と離れて暮らす

と答えています。

4-3　離れて暮らす理由
　夫と離れて暮らす理由を聞いたところ、最も多かっ

たのは「放射性物質の影響への不安」で、次いで「子

供の学校など教育環境の未整備」でした。

4-4　漁業再開後の不安要因
　漁業再開後の不安要因を聞いたところ、最も多か

ったのは「風評被害による漁獲物販売の影響」で、次

いで「漁業生産量や金額の維持」でした。

4-5　漁業再開に判断がつかない理由
　漁業再開に判断がつかない理由を聞いたところ、最

も多かったのは「放射性物質の影響」で、次いで「風評

被害」、「年齢や健康不安」の順でした。

（図13） 漁業再開に現時点で判断がつかない理由

44

再開する 再開しない 判断がつかない

（図9） 漁業再開予定

（図10） 漁業再開後の予定

（図12） 漁業再開後の不安要因

（図11） 家族が離れて暮らす理由
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（複数回答）（複数回答）
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みんなで

ともに
乗り越えよう

浪江町を復興していくためには、町民

の生活再建・健康管理、インフラの復旧、

賠償問題、絆の維持など多くの課題があ

ります。

その中で、町がどのような取り組みを

しているのかをお知らせします。

　

相双電気株式会社　代表取締役　阿部　展才

[本　　社]�

　浪江町大字権現堂字蛭子町3−2

　　0240−35−3258　　0240−34−6841

[仮事務所]�

　南相馬市原町区北町161−2

　北町エイトハイツ８号室

　　0244−26−3562　　0244−26−3564

　産業・賠償対策課産業再生係　　0243－62－0167

町内町内で営業営業を再開再開しましたしました町内で営業を再開しました

相双電気株式会社

町民の
皆さんへ 町内で知り合いに会うと嬉しいし、ほかの

場所で会うのと違って、浪江町内で会うから

こその意味があると考えています。毎日町に戻っていると、

浪江町の風景も震災当時からだいぶ変わったことがわか

ります。今は、自分が浪江にいることで、町民の皆さん

が喜んでくれることが一番大事だと考えています。

　

ў泉田自動車工業所　代表取締役　泉田　裕章

[本　　社]�

　浪江町大字権現堂字上蔵役目16−3

　　0240−34−5556　　0240−35−5280

[仮事務所]�

　南相馬市原町区大木戸字北西原48−1

　　0244−26−8856　　0244−26−8857

ў泉田自動車工業所

町民の
皆さんへ 民間車検場の認可を受け、浪江町内で自

動車整備工場を再開しました。自動車の突

然の故障などに対しても、いち早く整備して対応でき

るので、一時立入りされている町民の皆さんや、復旧・

除染等の作業員の方々に、安心を提供できるのではな

いかと考えています。

あ　べ　　 のぶかた

いずみだ　　ひろあき
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　復旧事業課建設土木係　　0240（34）0244

■場　所　役場本庁舎（復旧事業課）　　　　■時　間　８時30分～17時15分
 　　　　役場二本松事務所（総務課）　　　　　　　　（※土・日・祝日を除く）

告示日（効力が発生する日）
平成26年２月４日

浪江町告示第４号

指定の内容（建築制限）
区域を指定することによって、当該区

域内は住居の用に供する建築物の建築

が制限されます。

　

町では、東日本大震災の津波によって被害が著しかった地域を「災害危険区域」

に指定し、住宅等の建築を制限します。　
災害危険区域とは、東日本大震災と同様の津波が発生した場合、浸水被害

を受ける可能性が高い区域を基本として住居等の建築物の制限を行い、住民

の生命を守り、財産の損失を軽減するために設定する区域です。

災害危険区域を指定しました

制限される建築物
住宅、アパート、ホテル、民宿、児童

福祉施設、医療施設などの宿泊を伴う

もの。

それ以外の店舗や工場、倉庫などの建

築は可能です。

△ △

△

詳しい図面が閲覧できます詳しい図面が閲覧できます詳しい図面が閲覧できます
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災害危険区域

災害危険区域（案）
町村界
大字界
津波浸水範囲

北幾世橋北幾世橋

幾世橋幾世橋

棚塩棚塩

請戸請戸

両竹両竹

中浜中浜

中浜中浜
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みんなでともに
乗り越えよう
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0 500
■Cs134（Bq/Kg）■Cs137（Bq/Kg）

（Bq/Kg・乾土） （Bq/Kg・乾土）
1000 1500 2000 0 500 1000 1500 2000

30～40㎝ 30～40㎝

25～30㎝

20～25㎝

15～20㎝

10～15㎝

5～10㎝

0～5㎝
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47

54

12

4

12

66

20～30㎝

10～20㎝

5～10㎝

0～5㎝

6

7

6

370

1,960

反転耕前 反転耕後

詳しい図面が閲覧できます



����

�������
���������	
����
�����������

�������	
��
��

��������	
��
���

����

�������	
��
��

�������	
	��
��

�������	
��
���

�������	
��
���

�������	
��
���

�����

�����������	
�������������	
��

��������	��������������������

����������	
��
�������	
������

�������	�


�������	
��
���������������

�������	
��
����	����

����������	
��
�������������


�������	
��
����������������

������

�������	
��
�����

�������

��������	
��
���������

�������	
��
�������������

�������	
��
���������

�������	
��
����������

�������	


�������	
��
����������

�������	
��
����	����

�������	
��

�������	
��
���������

�������	
���
�������

�������	
���
��������

��������	
��
�������
��

�������	
���
��������

�������	
��
���

�������	
��
���������

�������	
��������	
��


�������	
�	
�
��������

��������	
��
����������

�������	
��
����

�������	
��
�

�������	
��
�����������

�������	
��
�����������

�������	
��
�����������

�������	
��
��������

�������	
��
����������

�������	
���
�������

�������	
��	


�������	
��
����������

�������	
���

�������	
��
����������

�������	
��
����������

�����

��������	
��
���������

��������	
���������������	

��������	
��
��
�������

��������	


��������	
��
�



���������	
��
���
���

��

��������	
��
���������

�������

��������	
����
�������

��

�������	����	
��
���

��������	
��
���������

�

���������	
������

����������	
��
�����������

����������	
��
����������

�������	
���
��������

�������	
��
����������	
���
�������

������������������

������������������
����������	
��������������	
������������������	�����

�������	
��
���������

�������	
��
�������	
�

�������	
���
������

�������	
��
��������

��������	
��

��������

�������	
��


������

�������	��
���
���������

�����

������

�������	��
���
���������

�������	
��
���������

�����

����

��������	
���
�������

�������

�������	
��
����������

�������	
���
�������

��������	

�������	
���
��������

�������	
��
��	������

�������	
��
����

��������	
�

����������	
��
����

�������	
��
�����

����

��������	
��


������������

�������	
��
������
��

�������	
��
��

�������������

�������	�

�������	
���������

�������	
��
���

��������	
���
�������


�������	
���


��������	
��
���������

��������	
���


��������	
��
��������

�������	
��
���

��������	
��
���������

�������	
��

�������

��������	�
��
��	����

�������	
��
����������

�������	
��
��

�������	
��
���

�������	
��
���������

��������	
�����
������

�������	
��
���������	

�������	�
��
��

�������	
��
�������

�������	
��
��������


��������	
����
������

��

������������������

������������	
��������

������������	
������

������������	
�����

������������	
�������	


��������������������

�����������

�������������������	
���

��������������	
������

��������������	
����������	


��������������	
��
����������������
��������

�����������
�������	
���	
�
����

������������������	

��
����

�����������������

������������	
��������

������������	
�������	
��
�

������������	
��
����������������
�������	��
����
�����

����

������������

������������	
��
��������������������

��������	
������

�������	
��
����������������
��� �������	�
��
������



����

　健康保険課健康係　　0243（62）0168
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カロリーオフでおいしいおやつをご紹介します。
親子で楽しく作ってみませんか。

【材　料（10人分）】１人分32kcal
いちご…１パック　スキムミルク…スティック１本
水…150ml　パルスイート（＊）液体…30ｇ　プレーンヨーグ
ルト…150ｇ　〔粉末ゼラチン…15ｇ　水…90ml〕

＊いちごヨーグルトババロア＊

【作り方】

①ゼラチンは水でしめらせておく。
②鍋にスキムミルクと水をいれて混ぜ合わせ、①のゼラチン
を加えて溶かし、あら熱をとる。
③ミキサーにいちごと②、パルスイートをいれてまわす。
④③をボウルにいれて、プレーンヨーグルトと混ぜ合わせる。
⑤型に流し入れて冷蔵庫で冷やし固める。
＊パルスイートとは、アミノ酸から生まれた低カロリーの甘味料です。砂糖の３分の１の使用量で、砂糖と同じ甘さです。

いつもいつも元気元気
健康健康レシピレシピ
いつも元気
健康レシピ
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肩幅より少し広め
に足を開きます。
つま先は30度ぐ
らいに。

ヒザがつま先より
前に出ないように
しましょう。

５～６回
繰り返す

１日３回やりましょう！
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いつかためになる

法 律 知 識
Vol.5

不動産の取引

弁護士　井
産業・賠償対

（所属：第二東

原発賠償に関して知っておきたい大事なポイントの解説と、

日々の生活で問題が起きた際に迷わず対応するための予備知

識をお伝えしていくコーナーです。

土地やマンションなどの不動産を購入するとき、不動産の

金額と面積だけを見て買う方は少ないと思います。物件に足

を運び、交通事情、買い物、治安、通学、防災、気候、近所

の雰囲気などの情報を収集し、どれを優先するか折り合いを

つけて、失敗のない買い物をしたいものです。

しかし、何度足を運んでも見えてこないものがあります。

その一つが法律による制限です。宅建業者に仲介してもらい、

希望どおりの物件かどうか確認するのは当然としても、業者

の説明を理解できる程度の知識があると安心です。
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な
みえ
な
みえ

【なみえの“しゃべり場”に関するお問い合わせ】
　生活支援課避難生活支援係　　0243（62）0305

　11月27日（木）

県南エリア（白河市
）

　●会場：ＪＡ
白河セレモニー

プラザ

　●参加人数：
59名

県南地域の自治会「なみえネットワー
ク白河」との共催で開催しました。
自治会の女性部で構成される「白河コ
スモス会」によるズンドコ節の披露や副
会長の歌声披露もありの、盛りだくさん
の内容でした。

初めての茨城県県北地方での開催とな
りました。「交流会に参加するのは初め
て」という方もいらっしゃいました。
参加者は少なめでしたが、副町長との
懇談で様々なご意見を交わすことができ
ました。

　２月８日（土）

宮城県（名取市）
　●会場：イオ

ンモール名取

　●参加人数：
26名

「イオン心をつなぐプロジェクト」の支援
により、ショッピングセンター内のホールで
開催しました。
当日はあいにく大雪の天気でしたが、前回
の交流会より多くの方に参加いただきました。
副町長による町の現状報告の後、これから
の町の姿を皆さんで熱心にお話されていまし
た。

　11月30日（土）茨城県（那珂市）
　●会場：那珂市中央公民館　●参加人数：29名

������������������

な
みえ 県内外各地で同じ浪江町民同士、みんなで集い、語り合う場、

共感し合う場、理解し合う場、励まし合う場、笑い合う場、

さまざまな場として“しゃべり場”を開催しました。各地の

交流会の様子をお知らせします。

“しゃべり場”
のな

みえ
～集まれ！ 浪江のなかま～

　10月５日（土）

相双エリア（南相馬
市）

　●会場：南相
馬市原町区福祉

会館

　●参加人数：
47名

相双地区の自治会「なみえ相双会」にも協力
いただき、前回の開催より多くの方に参加いた
だいた交流会になりました。
参加者からは「久しぶりだね」など懐かしむ
声も多く聞かれました。また、自治会の行事予
定のお話もあり、「また会えるの楽しみだね」
と声を掛け合っていました。

　11月21日（木）

県北エリア（福島市
）

　●会場：福島
県文化センター

　●参加人数：
39名

副町長からの町の現状報告に、参加者の皆さ
んは、熱心に耳を傾けていました。特にふるさ
との除染やこれから建設される復興公営住宅の
お話には多くの質問がありました。交流会の時
間にも副町長が参加し、皆さまんからご意見を
いただくことができました。

山梨県での初めての「しゃべり場」の開
催になりました。
浪江の紅葉の写真を見ながらふるさとを
懐かしんだり、避難先でのご近所さんとの
新たな出会いなど楽しく交流できました。

　11月９日（土）山梨県（甲府市）
　●会場：かいてらす　●参加人数：17名



森林環境・スキー教室を実施しました

１月29日、30日の２日間にわたり、浪江

小学校（二本松市）の児童たちはあだたら

高原スキー場で「森林環境・スキー教室」

を実施しました。

１日目は猛吹雪、２日目は絶好のスキー

日和の中、子どもたちは元気に活動できま

した。

また、宿泊場所でも縦割りの班の良さを

生かし、上級生は下級生の面倒をよく見て

いました。

うお食つなげ隊からホッキご飯
１月30日、役場本庁舎と復興再生事務所の職員

へ、ホッキご飯のほかシラスのかき揚げ・シラスとほ

うれん草のおひたし・漬物とボリューム満点のお弁当

をご提供いただきました！

提供主は、漁師をされている奥さまたち76名で構

成された「うお食つなげ隊」（相馬双葉漁業協同組合

女性部・請戸支部）の皆さんです。昨年より活動を再

開し、これまで各種イベントでホッキご飯を提供して

こられています。職員はみな請戸の海や漁港を思い出

しながらおいしくいただきました。

最後に、隊長の鎌田友子さんは「地元の浜料理で

地域の絆を守りたい」と力強くおっしゃっていまし

た。

ありがとう
ございました

左から、母ゆかりさん、父民一さん、貴明さん

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ありがとうございました

１月29日、合資会社旭屋（代表：鈴木昭孝様、本社：浪
江町、郡山市で再開中）様から、町に寄附金をいただきま
した。
これは、同社の販売する「なみえ焼そば」の売上の一部
を、町の復興に役立ててほしいと寄附いただいたもので
す。今後も売上に応じて定期的に町に寄附をいただくこと
になりました。

２月10日、熊本県山都町消防団OB会の皆さんが役場二
本松事務所を訪れ、浪江町消防団へ義援金を手渡されまし
た。テレビで浪江町消防団員のインタビューを聞き、ご寄
附を決めてくださったそうです。通潤橋で有名な山都町
は、熊本県と大分県の県境にある山間の町で、消防団は土
石流などの自然災害にも備えているとのこと。浪江町を
襲った複合的な災害について状況説明を聞き、「大変な状況
ですが引き続きがんばってください」と支援の言葉をいた
だきました。

����

皆さまの身の回りにある楽しい話題、
いっぷう変わった話題などの情報を募集しています。

　復興推進課情報統計係
 0243（62）4731　　　大堀相馬焼を

　　モチーフにした復興支援
大堀相馬焼の窯元である松永窯のご子息でガッチ㈱を経営する松永武

士さんが、KACHI-UMAプロジェクトの作品を町長へ寄贈しました。

このプロジェクトは、有名クリエイターがデザインした馬の絵をあし

らった二重湯呑を販売し、その収益の9.19％を大堀相馬焼関連事業に寄

付をするものです。

松永さんは、「伝統の火を絶やさぬよう、また風化させないための発

信、なにより浪江町の皆さんが元気になるような取組みをしていきた

い」と述べ、引き続き浪江町を支援していくとお話しくださいました。

「平成25年地域づくり総務大臣表彰　団体表彰」を受賞
２月１日、特定非営利活動法人まちづくり

NPO新町なみえ（理事長：神長倉豊隆様）が

「平成25年地域づくり総務大臣表彰　団体表彰」

を受賞しました。

避難生活を送る町民を元気づけ、分散した地

域をまとめ、町民の絆を保つ先進的な活動を続

けていることや、町外支援者のプラットフォー

ム機能を果たし、困難な中でも一歩一歩地道に

人びとをつなぐ、地域づくりの良い事例である

点が評価されました。

ありがとう
ございました

左から、母ゆかりさん、父民一さん、貴明さん

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ありがとうございました

浪江神社で火防祈祷
２月７日、浪江神社（浪江町大字権現堂地内）にて、町の

無火災を祈念し火防祈祷の神事が執り行われました。祈祷に

は、浪江町消防団第１分団第１部松崎保成部長ほか団員14名

が参加しました。
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問合せ
申込み
電　話
ファクス
メールアドレス
ホームページアドレス
フリーダイヤル

問

e
FAX

URL

TEL
申

＋ 仮設津島診療所のお医者さん
　仮設津島診療所　　0243（24）1431
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浪江のこころ通信

■
義
父
母
、
長
男
、
次
男
、
そ
し
て

私
た
ち
夫
婦
、
み
ん
な
バ
ラ
バ
ラ

の
避
難
で
し
た

大
震
災
が
起
き
た
３
月
11
日
は
夜

勤
明
け
の
た
め
、
自
宅
２
階
で
休
ん

で
い
ま
し
た
。
階
下
に
い
た
夫
の
両

親
も
無
事
で
、
耐
震
住
宅
と
し
て
建

て
た
我
が
家
は
大
し
た
被
害
も
な
く
、

テ
レ
ビ
が
壊
れ
た
く
ら
い
で
し
た
。

夫
と
長
男
は
外
出
中
で
、
普
段
か
ら

地
震
が
と
て
も
怖
い
私
は
、
家
族
の

心
配
を
し
な
が
ら
も
恐
ろ
し
く
て
仕

方
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
中
学
校
の

卒
業
式
後
に
義
弟
家
族
が
立
ち
寄
っ

て
く
れ
、
一
緒
に
佐
屋
前
の
家
に
移

り
ま
し
た
。
た
ぶ
ん
請
戸
の
ど
の
お

宅
よ
り
も
避
難
は
早
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。

翌
朝
、
津
島
へ
の
避
難
を
す
る
こ

と
に
な
り
、
白
い
防
護
服
の
人
た
ち

を
見
て
も
何

が
起
こ
っ
た

の
か
ピ
ン
と

き
ま
せ
ん
で

し
た
。
原
子

力
発
電
所
の

近
く
に
住
み

な
が
ら
本
当

に
不
勉
強
だ
っ

た
な
ぁ
と
思

い
ま
す
。
い

と
こ
家
族
と

合
流
し
津
島

の
保
健
所
に

向
か
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
高
齢
の

義
父
に
は
ト
イ
レ
が
と
て
も
不
自
由

で
し
た
の
で
、
栃
木
に
避
難
す
る
義

弟
家
族
に
託
し
ま
し
た
。
次
の
避
難

所
と
な
っ
た
二
本
松
の
杉
田
体
育
館

に
は
私
た
ち
夫
婦
と
い
と
こ
夫
婦
、

元
同
僚
の
家
族
。
長
男
は
い
わ
き
市

四
倉
の
私
の
実
家
と
、
家
族
バ
ラ
バ

ラ
に
移
動
し
ま
し
た
。
避
難
所
で
は
、

７
日
目
頃
に
岳
温
泉
で
入
浴
が
で
き
、

そ
の
後
も
何
度
か
連
れ
て
行
っ
て
頂

き
、
本
当
に
有
り
難
か
っ
た
で
す
。

二
本
松
市
の
方
々
か
ら
は
布
団
や
洋

服
の
差
し
入
れ
や
炊
き
出
し
を
し
て

頂
き
大
変
助
か
り
ま
し
た
。
私
た
ち

も
当
番
を
決
め
、
ト
イ
レ
掃
除
や
炊

事
を
し
た
ん
で
す
よ
。

３
月
末
頃
か
ら
の
二
次
避
難
は
野

地
温
泉
で
し
た
。
長
男
も
合
流
し
て

親
子
３
人
で
過
ご
し
た
後
、
私
た
ち

夫
婦
は
こ
の
笹
谷
東
部
に
入
居
し
ま

し
た
。
義
父
母
を
呼
び
戻
す
際
に
は
、

役
場
と
相
談
し
隣
同
士
に
し
て
頂
き

ま
し
た
。
周
り
に
も
親
戚
や
以
前
近

所
だ
っ
た
お
宅
が
数
軒
あ
り
、
安
心

で
き
る
環
境
で
す
。

■
「
人
間
は
働
く
場
所
と
住
む
場
所

が
あ
れ
ば
落
ち
着
く
」
っ
て
新
聞

に
あ
っ
た
け
ど
、
ほ
ん
と
で
す
ね

週
３
回
、
デ
ィ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
に

通
う
両
親
の
世
話
が
あ
る
の
で
今
は

叶
わ
ぬ
こ
と
で
す
が
、
そ
ろ
そ
ろ
仕

事
を
し
た
い
な
ぁ
と
思
い
ま
す
。
職

場
だ
っ
た
双
葉
町
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
「
せ
ん
だ
ん
」
は
２
年
前
に
再
開

し
た
も
の
の
、
職
員
が
足
り
な
い
と

聞
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
ど
こ
に

住
む
か
に
つ
い
て
我
が
家
で
は
な
か

な
か
決
ま
り
ま
せ
ん
。
福
島
市
も
い

い
と
こ
ろ
な
の
で
す
が
、
気
候
が
厳

し
い
の
で
、
私
は
生
ま
れ
育
っ
た
い

わ
き
に
住
み
た
い
な
ぁ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

近
頃
、
「
あ
と
５
年
後
、
私
は
何

を
し
て
る
だ
ろ
う
」
と
よ
く
考
え
ま

す
。
自
分
の
好
き
な
こ
と
、
で
き
る

こ
と
を
し
て
一
回
し
か
な
い
人
生
を

楽
し
み
た
い
、
納
得
し
た
い
と
つ
く

づ
く
思
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
も

最
近
は
そ
う
話
し
て
い
ま
す
。
震
災

や
原
発
事
故
に
よ
る
避
難
生
活
が
無

か
っ
た
ら
、
私
自
身
こ
ん
な
風
に
は

思
わ
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

まもなく３年目を迎える福島市笹谷東部仮設住宅での避難生活を、努めて明るく過ごそう
とされている美智恵さん。隣に住む義父母のお世話をしながら、１年近くパソコン教室に通っ
たり、浪江では仕事のために見られなかった韓流ドラマを楽しんだりされているそうです。
今は離れ離れでも、家族みんなが一カ所で心安らかに暮
らせる日が早く来ることを祈らずにはいられません。

佐山美智恵さん（請戸）
取材者：ＮＰＯ法人市民公益活動パートナーズ　古山
取材日：１月31日

震災前と体験した後とでは、
考え方も変わったような気がします

福島県

▲「折々に撮っていた家族写真は全て失い
ました。昨年11月、甥の結婚式の時に、
震災後初めてみんなで撮りました。」と
話す美智恵さん

����

　平成23年３月11日に発生した東日本大震災、そ

して福島第一原子力発電所の事故により、福島県

内外に分散避難した浪江町民。長期化する避難生活、

先の見えない不安の中で、町民の皆さんがどのよ

うな思いで生活し、ふるさとへの思いを抱いてい

るのか。

　こうした町民の思いをつなげるために、“浪江

のこころプロジェクト”が立ち上げられました。

一般社団法人東北圏地域づくりコンソーシアム（※）

が中心となり、全国各地のＮＰＯ、大学等の皆さ

んが取材を進め、浪江町との連携のもと「浪江の

こころ通信」が編集・発行されます。

　浪江のこころプロジェクトは、分散避難してい

る町民の皆さんの声を「浪江のこころ通信」を通

してお届けし、ふるさと浪江町がかつての暮らし

を取り戻すことへの願いとこだわりを発信・共有

しようとするものです。

※一般社団法人東北圏地域づくりコンソーシアムは、
東北圏（７県）の地域コミュニティ再生や協働
のまちづくりの推進を目的として、大学、ＮＰＯ、
企業、経済団体、行政等が連携したコミュニティ
支援ネットワーク。仙台が本拠地。

浪江の

通信こころ通信通信通信こここここここころころろろ

「浪江のこころ通信／第33号」への
感想をお寄せください。

● 第33号 ●

【連絡先】〒964－0984 福島県二本松市北トロミ573番地
　「浪江のこころ通信」宛
　　　　　　　 FAX.0243（22）4218

これまで取材を受けていただいた皆さん
に、再度の取材を行うコーナーです。
３・11から２年以上が経過した今、感
じていること、伝えたいこと、そして最初
の取材以降の気持ちの変化やふるさとへの
思いなど皆さんの声をお届けします。

再取材シリーズ

再会・浪江のこころ

������������������



����

浪江のこころ通信
再会・浪江のこころ

再取材シリーズ

震
災
後
、
避
難
所
を
経
て
、

昨
年
12
月
ま
で
山
形
県
米
沢

市
の
借
り
上
げ
住
宅
で
暮
ら

し
て
い
ま
し
た
。

私
は
、
も
と
も
と
松
戸
生
ま
れ
で

す
が
、
結
婚
を
機
に
妻
の
実
家
の
あ

る
浪
江
町
に
入
り
、
自
転
車
兼
玩
具

店
を
継
ぎ
ま
し
た
。
店
舗
は
新
町
商

店
街
に
あ
り
、
店
内
に
は
玩
具
の
他

に
、
ゲ
ー
ム
機
を
30
台
近
く
置
い
て

い
ま
し
た
の
で
、
学
校
帰
り
の
子
ど

も
た
ち
の
遊
び
場
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
私
の
こ
と
を

「
ゆ
う
ぞ
う
さ
ん
」
と
名
前
で
呼
び

慕
っ
て
く
れ
、
成
人
し
た
か
つ
て
の

子
ど
も
た
ち
か
ら
結
婚
式
の
案
内
が

届
く
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
妻
の
裕

子
は
、
何
事
に
も
ひ
た
む
き
に
取
り

組
む
性
格
で
、
趣
味
で
始
め
た
パ
ッ

チ
ワ
ー
ク
や
エ
ス
テ
を
も
と
に
、
パ
ッ

チ
ワ
ー
ク
教
室
や
エ
ス
テ
サ
ロ
ン
を

開
業
し
て
い
ま
し
た
。
震
災
が
な
か
っ

た
ら
、
死
ぬ
ま
で
仕
事
を
続
け
ら
れ

た
の
に
と
口
惜
し
く
な
り
ま
す
。
今

は
、
２
カ
月
に
１
回
ほ
ど
、
浪
江
町

に
帰
り
ま
す
が
、
ネ
ズ
ミ
の
糞
や
死

骸
で
家
中
が
臭
く
て
、
掃
除
を
す
る

手
も
止
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
店
側

の
片
づ
け
は
全
く
し
て
お
ら
ず
、
シ
ョ
ー

ウ
イ
ン
ド
ウ
が
壊
れ
た
ま
ま
に
な
っ

て
い
ま
す
。

震
災
当
初
は
、
「
ど
う
な
る
ん
だ

ろ
う
」
と
い
う
不
安
ば
か
り
で
し
た

が
、
「
浪
江
の
こ
こ
ろ
通
信
」
の
取

材
が
縁
で
交
流
が
始
ま
っ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
き
ら
り
よ
し
じ
ま
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
人
た
ち
が
、
生
活
面
の
こ
と
、

仕
事
の
こ
と
な
ど
様
々
サ
ポ
ー
ト
を

し
て
く
れ
、
ほ
ん
と
う
に
有
り
難
か
っ

た
で
す
。
末
の
息
子
が
大
学
生
で
、

教
育
費
が
必
要
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

私
は
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
、
妻
は
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
働
き
ま
し
た
。

二
人
と
も
今
ま
で
、
人
の
下
で
働
く

と
い
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、

最
初
は
た
い
へ
ん
で
し
た
が
、
そ
の

う
ち
、
子
ど
も
た
ち
と
同
年
代
の
上

司
の
相
談
相
手
の
よ
う
に
な
り
、
楽

し
く
働
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
浪

江
で
は
家
業
が
忙
し
く
、
食
事
づ
く

り
は
三
原
の
お
母
さ
ん
が
担
っ
て
く

れ
て
い
た
の
で
、
妻
は
ほ
と
ん
ど
台

所
に
立
つ
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
ん
な
妻
が
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
で
惣
菜
づ
く
り
を
し
、
店
舗

内
で
行
わ
れ
た
コ
ン
テ
ス
ト
で
賞
を

も
ら
っ
た
の
で
す
。
震
災
が
も
と
で
、

浪
江
で
は
会
え
な
か
っ
た
様
々
な
人

と
の
出
会
い
と
体
験
が
あ
り
ま
し
た
。

現
在
住
ん
で
い
る
家
は
、
姉
の
持

家
を
譲
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
借
家

に
し
て
い
ま
し
た
が
空
い
た
の
で
、

昨
年
の
12
月
14
日
に
越
し
て
来
ま
し

た
。
雪
の
あ
る
暮
ら
し
は
辛
い
と
、

い
わ
き
市
の
借
り
上
げ
住
宅
で
暮
ら

す
三
原
の
お
母
さ
ん
も
、
車
で
迎
え

に
行
き
、
柏
で
一
緒
に
過
ご
す
こ
と

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
柏
に
来
て

１
カ
月
半
、
ご
近
所
付
き
合
い
の
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
と
、
庭
の
木
に
な
っ

た
「
ゆ
ず
」
を
籠
に
入
れ
、
「
自
然

の
恵
み
を
ど
う
蔵
〜
！
お
・
す
・
そ
・

わ
・
け
」
の
案
内
を
つ
け
て
、
玄
関

先
に
置
き
ま
し
た
。
う
れ
し
い
こ
と

に
、
お
礼
の
言
葉
と
い
っ
し
ょ
に
頂

き
物
を
し
た
り
、
仕
事
先
の
紹
介
を

し
て
も
ら
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

震
災
に
遭
い
、
友
人
の
あ
り
が
た

さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
電
話
を
く
れ

た
人
、
み
か
ん
や
お
米
を
送
っ
て
く

れ
た
人
、
人
の
温
か
さ
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
悪
い
ほ
う
に
ば

か
り
考
え
る
と
、
ど
ん
ど
ん
気
持
ち

が
重
た
く
な
り
ま
す
。
周
囲
の
人
か

ら
の
支
援
を
当
た
り
前
と
受
け
止
め

ず
、
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
暮

ら
し
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

３年近く暮らした山形県米沢市から昨年12月
に転居し、千葉県柏市で暮らす三原さんご夫妻。
今の状況を前向きにとらえ、生活を楽しむ工夫を
されています。

▲三原優蔵さん、裕子さんご夫妻

▲お・す・そ・わ・けの柚子

三原　優蔵さん・裕子さん（権現堂）
取材者：ＮＰＯ法人ちば市民活動・市民事業サポートクラブ 鍋嶋
取材日：１月31日

様々な人との出会いと支援に感謝しています千葉県
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▲一緒に避難してきた2匹のワンちゃんと

■
ガ
ソ
リ
ン
を
求
め
、
た
ま
た
ま
新

潟
へ
避
難

震
災
発
生
時
、
す
ぐ
に
自
宅
へ
帰

れ
る
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
ペ
ッ
ト

の
道
具
だ
け
を
持
っ
て
避
難
し
ま
し

た
。
な
か
な
か
ペ
ッ
ト
を
一
緒
に
受

け
入
れ
て
く
れ
る
避
難
所
が
な
く
、

川
俣
の
道
の
駅
で
車
中
３
泊
と
い
う

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

ど
ん
ど
ん
ガ
ソ
リ
ン
が
減
っ
て
し

ま
い
不
安
は
募
る
ば
か
り
。
知
人
か

ら
「
新
潟
方
面
に
行
く
と
、
ガ
ソ
リ

ン
が
あ
る
よ
！
」
と
い
う
情
報
だ
け

を
手
掛
か
り
に
、
新
潟
方
面
へ
車
を

走
ら
せ
ま
し
た
。
新
潟
市
に
到
着
し

た
こ
ろ
、
す
ぐ
に
帰
れ
な
い
か
も
し

れ
な
い
と
い
う
状
況
を
把
握
。

ま
ず
は
安
心
し
て
寝
る
こ
と
が
で

き
る
と
こ
ろ
を
見
つ
け
な
く
て
は
と

思
い
、
不
動
産
屋
さ
ん
へ
。
避
難
す

る
時
は
何
か
追
い
立
て
ら
れ
て
い
て
、

親
戚
や
知
人
に
頼
る
と
い
う
こ
と
も

パ
ッ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
初
め
て
入
っ
た
不
動
産
屋

さ
ん
が
、
物
件
だ
け
で
な
く
家
具
の

手
配
な
ど
に
も
気
を
か
け
て
く
だ
さ

り
、
本
当
に
よ
く
し
て
く
れ
た
の
を

覚
え
て
い
ま
す
。

 ■
息
子
の
高
校
生
活
と
家
族
の
今
後

浪
江
町
で
は
、
２
世
帯
で
住
ん
で

い
ま
し
た
。
長
男
は
震
災
前
よ
り
関

東
の
大
学
へ
進
学
し
て
い
ま
し
た
が
、

震
災
を
機
に
さ
ら
に
世
帯
分
離
と
い

う
形
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
現

在
、
こ
ち
ら
で
は
定
着
し
た
就
職
に

つ
く
こ
と
も
難
し
い
状
態
に
あ
り
、

今
後
の
生
活
の
こ
と
は
次
男
の
高
校

卒
業
後
に
し
っ
か
り
考
え
よ
う
と
家

族
で
決
め
ま
し
た
。

次
男
も
、
あ
の
よ
う
な
形
で
い
き

な
り
日
常
を
は
ぎ
取
ら
れ
て
、
子
ど

も
な
が
ら
に
喪
失
感
な
ど
も
あ
る
と

思
い
ま
す
。
現
在
通
っ
て
い
る
新
潟

市
内
の
高
校
で
友
だ
ち
も
た
く
さ
ん

で
き
、
充
実
し
た
高
校
生
活
を
送
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。
し
っ
か
り
卒
業

ま
で
こ
こ
で
過
ご
さ
せ
て
あ
げ
た
い

と
い
う
の
が
今
の
願
い
で
す
。

私
自
身
も
新
潟
市
内
で
の
生
活
に

少
し
ず
つ
慣
れ
て
き
て
、
同
じ
く
新

潟
市
内
に
避
難
し
て
い
る
マ
マ
友
と

月
１
回
ラ
ン
チ
に
出
か
け
た
り
し
て

い
ま
す
。
今
年
は
、
例
年
に
比
べ
雪

も
少
な
い
よ
う
で
一
安
心
で
す
。

雇
用
や
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
な
ど
、

浪
江
町
で
生
活
再
建
を
す
る
の
は
ま

だ
ま
だ
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

就
職
や
家
庭
な
ど
様
々
な
事
情
で
帰

町
で
き
な
い
町
民
も
多
い
と
思
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
町
民
へ
、
他
の
地

域
で
の
定
住
支
援
へ
の
切
り
替
え
も

必
要
に
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
と
感
じ

て
い
ま
す
。

ど
こ
ま
で
も
い
つ
ま
で
も 

”避
難

者
“
と
い
う
立
場
で
は
な
く
、
以
前

の
よ
う
に
普
通
に
働
き
、
普
通
に
家

族
み
ん
な
で
何
気
な
い
日
常
を
過
ご

せ
る
日
が
来
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

現在、笹木さんご夫妻は、新潟県新潟市内
で息子さん（次男）と２匹のワンちゃんと一
緒に生活しています。現在高校2年生の息子
さんが卒業したら、福島県中通りへ移り新生
活を始める予定です。

笹木　浩二さん・厚子さん（権現堂）
取材者：ＮＰＯ法人くびき野サポートセンター　新保
取材日：２月７日

避難者でなく、“普通の生活”を取り戻したい
新潟県
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